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Abstract 
It is a well-known fact that the scavenging of an internal combustion engine by utilzing the 
blow-down effects is promoted with a stepped or conical exhaust pipe system， but the achievements 
hitherto reached do not cover the whole problem. 
This paper treats of the theoretical or experimental analysis of the optimum condition in such 


































定を目的として，管径比 de2/de1= 1.4， 2.0の段付管および円錐角仇=20，40， 60， 80 (円錐管長
h=21~145 cm) の円錐管(図-2 参照)と排気直管 (le=20~100 cm)とを組合せた管系につい
て実験を行なった。その結果につき若干考察したので報告する。なお実験装置および実験方法
は前報6)と全く同じであるが，供試機関としては機関 E-50のみを使用した。













l段付型気管による実験結果の代表例として，de1ニ 20mm仇 lel=44cmの排気直管に，de2 
=28， 40mm仇 IC2=20~lOO cmのj段付管を取付けた場合の給気比 (K-Ko)曲線を図-3に，
また全長 Lc(ニ ι1十ん)を一定とし，その管長比 (lel/lez)を変えた実験結果を図-4に示す。両
図において全長 (Lc)が短かいほど，たとえ全長 (Lc)が一定の場合でも管長比 (ι2/ι1)および
管径比 (de2jdel)が大きいほど，最大給気比 (K-K，山fを与える回転数 υ'lAf)は順次高速倶IJに移
行している。また， ζの場合の排気吹出し圧力波の周期も図-5および図-6に示すように順次
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示すように (K-K以K8-Ko)= 1.3~1.7 iこも達し，段付管効果はかなり大きいことがわかる。
この値は長尾教授によるエネjレギF 反射率の値と，よく一致している。なお同図に併記した数




















錐管(ん=20~145cm) を附加した場合の給気比曲線 (K-Ko) を図-8 および図 9 に示す。図
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図-9 円錐管と排気管効果 (0"ニグ)





指摘したように実用的円錐管 (j"豆80) においては， 円錐角 (θぇ)が大きいほど掃気作用に対し
て有効であることがわかる。
(2) 円錐管長 (l，)































































































以上， 2 ・ 1~2 ・2 節の考察により， もし段付主Jおよび円錐型排気管系の等価管長 (L:)が与
えられるならば，直管型排気管について提唱した排気吹出し効果の同調条件式















ん =(fJ/fel) {(九品L:)・tan(lel/ L;) -1 } / { tm叫ん/L:)十Ym/(}二L:)} (4) 
但し fJ= ρ ・ a，/L: である。他方開口端におけるインピーダンス (le~) は 1/2キ O と近似できる
から
le~ ニー (fJ/.ん)・ tan(ι2/L:) (5 ) 
で与えられる。次に段前後には休積流，音圧の連続条件が適用できるから
1/1ez = 1/1;， ?? ??
従って (4)，(5)， (6)式から段付型排気管系の等価管長 (L:)を算出する式が与えられる。
_ fe1 tan (ιI/L:)トV叫んL:)ot(ι2/口)ーム. ーん 1-Vm/(んL:)・tan(ledL:) 




ん =(fJ/.ι) {(V m/eL:) . tan (le/ L:)ー l}/{tan(le/L:)+ Y m/(feL:)} (8 ) 
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図-22 KjKoとZe (円錐管，fh=20) 
? ? ?




Ze 1.0  
図-21 KjK，。と Ze (段付管，Leニconst)
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の場合と全く同様に，最適の段付型排気管寸度 (de2/del宇2，le2=64"'84 cm Iこ選定)および円錐











い。また本実験範囲では，円錐角(仇)は仇=40"'80 がよく，円錐管長 (lh)にも最適値(九 2
45"'75 cm)が存在する。
(3) 段付型および円錐型排気管系の等価管長 (L:)は，いずれもインピ{夕、、ンス理論から
算出できる (7)，(11) 式)。かくして求めた等価管長 (L~) を用いた排気吹出し特性数 (Ze) でそれ
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